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は
じ
め
に

　

一
曲
の
能
の
中
で
狂
言
役
者
が
担
当
す
る
役
が
間あ
い

狂き
ょ
う
げ
ん

言
で
あ
る
。
複
式

夢
幻
能
の
前
場
と
後
場
の
中
間
（
間あ
い

之
段
）
に
登
場
し
て
、
能
の
解
説
的

な
内
容
を
語
る
形
を
語
リ
ア
イ
（
居
語
リ
）
と
呼
ぶ
。
語
リ
ア
イ
に
は
能

の
注
釈
的
な
役
割
が
あ
り
、
そ
の
時
代
（
間
狂
言
の
本
文
が
作
ら
れ
た
時

代
）
に
お
け
る
能
に
対
す
る
解
釈
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
《
高

砂
》《
敦
盛
》《
昭
君
》
の
三
曲
に
つ
い
て
狂
言
各
流
派
の
台
本
を
比
較
し
、

そ
れ
ぞ
れ
が
能
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
を
見
て
ゆ
く
。

能
の
注
釈
と
し
て
の
間
狂
言

─
《
高
砂
》《
敦
盛
》《
昭
君
》
の
場
合
─

岩
崎
雅
彦

一
、《
高
砂
》
の
間
狂
言

　

世
阿
弥
作
の
能
《
高
砂
》（
古
名
《
相
生
》）
は
、
神
を
シ
テ
と
す
る
脇

能
の
代
表
作
で
、
梗
概
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

阿
蘇
の
宮
の
神
主
友
成
（
ワ
キ
）
が
都
へ
向
か
う
途
中
、
高
砂
の
浦
に

立
ち
寄
り
、
松
の
落
ち
葉
を
掻
く
尉
（
前
シ
テ
）
と
姥
（
ツ
レ
）
に
会
う
。

尉
は
高
砂
・
住
の
江
の
松
に
つ
い
て
の
和
歌
秘
説
を
語
り
、
住
吉
で
待
と

う
と
告
げ
て
船
に
乗
り
沖
へ
出
て
行
く
。
友
成
は
浦
人
（
ア
イ
）
の
船
に

乗
り
住
吉
に
着
く
。
住
吉
明
神
（
後
シ
テ
）
が
現
れ
て
舞
を
舞
い
、
御
代
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を
こ
と
ほ
ぐ
。

　

前
場
に
出
る
尉
と
姥
は
住
吉
と
高
砂
の
松
を
老
夫
婦
の
姿
に
擬
人
化
し

た
も
の
で
あ
る
。
同
時
に
前
シ
テ
は
後
シ
テ
住
吉
明
神
の
化
身
で
も
あ

る（
1
（

。
高
砂
社
は
能
《
高
砂
》
以
前
に
所
見
が
な
く
、
世
阿
弥
の
時
代
に
は

存
在
し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い（

2
（

。

　

以
下
に
示
す
よ
う
に
間
狂
言
の
諸
台
本
で
は
ツ
レ
を
高
砂
明
神
と
し
て

い
る
。
寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
大
蔵
虎
清
筆
『
間
・
風
流
伝
書
』（
法

政
大
学
鴻
山
文
庫
蔵
。
田
口
和
夫
校
訂
、
能
楽
資
料
叢
書
・
一
『
大
蔵
虎

清
間
・
風
流
伝
書
』
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
）
に
は
次
の
よ
う
に
記
す
（
以

下
、
引
用
に
際
し
て
適
宜
表
記
を
改
め
、
傍
線
を
付
す
）。

わ
き
は
九
州
肥
後
の
国
、
阿
蘇
の
宮
の
神
主
也
。
都
へ
一
見
の
た
め

に
下
る
次
手
に
高
砂
の
明
神
へ
参
る
。

　

ワ
キ
の
セ
リ
フ
に
は
「
播
州
高
砂
の
浦
を
も
一
見
せ
ば
や
と
存
じ
候
」

（『
謡
曲
大
観
』）
と
し
、
ま
た
「
高
砂
の
浦
に
着
き
に
け
り
」
と
あ
っ
て
、

謡
曲
本
文
で
は
ワ
キ
が
立
ち
寄
る
の
は
、
古
来
歌
枕
と
し
て
著
名
な
高
砂

の
浦
で
、
高
砂
社
で
は
な
い
。

　

寛
永
十
二
、三
年（
一
六
三
四
、五
）頃
大
蔵
虎
明
筆『
脇
能
之
間
註
』（
大

蔵
弥
太
郎
編
『
大
蔵
家
伝
之
書
古
本
能
狂
言
』
四
。
臨
川
書
店
）
で
は
、

ワ
キ
の
問
い
に
対
し
ア
イ
は
『
古
今
集
』
の
序
に
「
高
砂
住
吉
ノ
松
モ
相

生
ノ
様
ニ
覚
」
と
記
す
こ
と
、
高
砂
・
住
吉
の
松
の
葉
を
和
歌
の
道
が
栄

え
る
こ
と
に
例
え
る
こ
と
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
を
『
万
葉
集
』
と
『
古
今
集
』

に
な
ぞ
ら
え
る
こ
と
を
述
べ
る
。
こ
れ
ら
は
前
シ
テ
が
語
っ
た
内
容
と
同

じ
で
あ
る
。
こ
の
後
に
謡
曲
本
文
に
は
な
い
次
の
よ
う
な
内
容
が
語
ら
れ

る
。

又
一
説
ニ
ハ
当
社
明
神
ト
住
吉
之
明
神
ト
ハ
夫
婦
ノ
御
神
ニ
テ
御
座

有
ル
ト
申
。
去
有
ル
ニ
依
テ
当
社
明
神
、
住
吉
ヘ
御
影
向
被
成
ル
時

ハ
、是
成
ル
松
ニ
テ
神
ガ
タ
ラ
ヒ
ヲ
被
成
ル
ト
申
。又
住
吉
之
明
神
、

此
所
ヘ
御
影
向
之
時
モ
、
是
成
ル
松
ニ
テ
神
語
ヒ
ヲ
被
成
、
昔
ヨ
リ

今
ニ
至
ル
マ
デ
幾
久
敷
相
ヒ
来
リ
給
フ
ニ
ヨ
リ
、
相
生
ノ
松
ト
、
是

ハ
此
所
ニ
於
テ
我
等
如
キ
ノ
者
ノ
申
習
ハ
シ
タ
ル
子
細
ニ
テ
御
座
有

ゲ
ニ
候
。

　

こ
の
間
狂
言
で
は
「
当
社
明
神
」
と
あ
る
よ
う
に
、
ツ
レ
を
高
砂
の
明

神
と
す
る
。
ま
た
住
吉
と
高
砂
は
夫
婦
の
神
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
前
述

の
よ
う
に
世
阿
弥
の
時
代
に
は
高
砂
社
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性

が
高
く
、
能
《
高
砂
》
が
作
ら
れ
た
時
代
に
両
神
が
夫
婦
と
考
え
ら
れ
て

い
た
わ
け
で
は
な
い
。
虎
明
本
の
記
述
は
近
世
に
お
け
る
間
狂
言
に
よ
る

能
《
高
砂
》
の
解
釈
で
あ
る（

（
（

。
ま
た
両
神
が
高
砂
の
松
で
神
語
ら
い
を
す

る
こ
と
、
両
神
あ
い
来
た
る
の
で
相
生
の
松
と
呼
ぶ
こ
と
を
述
べ
る
。
こ

れ
ら
も
間
狂
言
独
自
の
説
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
虎
明
本
で
は
、
次
に
示
す
よ
う
に
両
社
を
一
体
分
身
の
神
で
あ
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る
と
し
て
い
る
。

惣
ジ
テ
当
社
・
住
吉
ハ
、
一
躰
分
身
之
御
神
ニ
テ
、
和
歌
ノ
道
栄
ル

事
モ
、
又
男
女
夫
婦
之
間
ノ
末
ヘ
栄
ヘ
目
出
度
事
モ
、
当
社
・
住
吉

之
御
神
徳
成
ル
ト
申
。

　

高
砂
の
松
と
住
吉
の
松
が
夫
婦
で
あ
る
と
い
う
説
は
中
世
の
『
古
今
集

序
聞
書
三
流
抄
』
に
見
え
、《
高
砂
》
で
も
語
ら
れ
る
が
、
一
体
分
身
で

あ
る
と
い
う
説
は
独
自
の
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
間
狂
言
に
よ
っ
て
新

た
な
解
釈
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。

　
『
脇
能
之
間
註
』
に
は
、
虎
明
が
間
狂
言
の
本
文
に
注
を
加
え
て
い
る
。

そ
の
注
に
は
両
社
を
一
体
の
垂
迹
の
神
と
し
、
さ
ら
に
夫
婦
の
間
を
守
る

こ
と
が
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

高
砂
・
住
吉
ハ
一
躰
ノ
垂
跡
ノ
神
也
。
同
一
躰
ノ
神
ナ
レ
バ
夫
婦
ノ

間
ヲ
守
リ
給
フ
也
。

　

こ
う
し
た
説
は
、
大
蔵
流
貞
享
松
井
本
（
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
蔵
。

田
口
和
夫
校
訂
、
能
楽
資
料
集
成
・
十
五
『
貞
享
年
間
大
蔵
流
間
狂
言
本

二
種
』
わ
ん
や
書
店
）
に
も

ま
た
男
女
夫
婦
の
間
の
末
栄
へ
め
で
た
き
事
も
、
当
社
・
住
吉
の
御

神
徳
な
る
由
を
申
す
。

と
見
え
る
。

　

能
《
高
砂
》
に
は
夫
婦
和
合
と
い
う
こ
と
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、

前
場
の
尉
と
姥
に
は
仲
睦
ま
じ
い
老
夫
婦
と
い
う
印
象
が
あ
り
、
後
世
に

は
そ
れ
が
主
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（

（
（

。
虎
明
本
の
記
述

は
時
代
に
よ
る
主
題
解
釈
の
変
化
に
連
動
し
た
も
の
と
言
え
る
。

　

ま
た
虎
明
本
は
「
相
生
の
松
」
を
「
相
植
の
松
」
と
も
呼
ぶ
こ
と
を
次

の
よ
う
に
述
べ
る（

（
（

。

松
ニ
上
ヲ
超
シ
テ
、
目
出
度
物
ハ
有
間
敷
ヒ
ト
テ
、
両
神
諸
共
ニ
植

給
フ
ニ
ヨ
リ
、
相
植
之
松
共
申
候
。

　

こ
の
部
分
の
注
に
は
次
に
示
す
よ
う
に
、
両
神
が
浜
の
真
砂
を
掻
き
上

げ
、
そ
の
上
に
松
を
植
え
た
と
い
う
説
を
記
す
。
そ
の
た
め
「
高
砂
」
と

書
く
こ
と
、
ま
た
「
相
植
」
と
い
う
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
こ
と
を
説
く
。

高
砂
ト
ハ
浜
ノ
真
砂
ヲ
カ
キ
上
ゲ
、
住
吉
・
高
砂
出
合
、
両
神
其
上

ニ
松
ヲ
植
給
ニ
ヨ
リ
、高
キ
砂
ト
書
也
。此
義
ニ
ヨ
リ
相
植
ト
モ
云
。

　

以
上
に
示
し
た
よ
う
な
間
狂
言
独
自
の
説
は
、
い
ず
れ
も
出
所
が
分
か

ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
が
間
狂
言
作
者
の
創
作
と
は
考
え
に
く
く
、

当
時
そ
の
よ
う
な
説
が
あ
る
程
度
流
布
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
採
用
さ
れ
た

の
だ
ろ
う
。
間
狂
言
作
者
は
、
能
と
は
別
に
存
在
し
、
あ
る
い
は
能
以
降

に
作
ら
れ
た
多
様
な
説
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
本
文
を
作
っ
て
い
る
。

語
リ
ア
イ
は
能
の
内
容
を
補
足
し
て
説
明
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
が（

（
（

、

近
世
初
期
に
は
、
能
に
は
語
ら
れ
て
い
な
い
諸
説
を
も
紹
介
す
る
形
に
発

展
し
て
き
て
い
る
。
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虎
明
本
の
ア
イ
の
セ
リ
フ
に

是
ハ
此
所
ニ
於
テ
我
等
如
キ
ノ
者
ノ
申
習
ハ
シ
タ
ル
子
細
ニ
テ
御
座

有
ゲ
ニ
候
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
ほ
と
ん
ど
の
曲
で
ア
イ
が
語
り
終
わ
っ
た
後
に
言
う
定

型
文
で
あ
る
。
戯
曲
上
は
、
そ
の
土
地
に
住
む
ア
イ
が
在
地
の
伝
承
を
語

る
形
に
な
っ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ
う
し
た
形
を
借
り
て
能
と
は
別
の
諸

説
を
紹
介
し
て
い
る
。
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
水
野
文
庫
蔵
鷺
流
『
間
の

本
』（
明
治
期
写
）
で
は
、
ア
イ
は
相
植
の
説
明
の
す
ぐ
後
に

但
し
是
は
在
所
の
者
の
申
事
に
候
。

と
述
べ
、
こ
の
説
が
土
地
に
伝
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
い

る
。

　

明
治
期
の
大
蔵
流
山
本
東
本（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集『
謡
曲
集
』二
。

小
学
館
）
に
は
、

わ
が
こ
の
所
を
ば
、
五
十
六
億
七
千
万
歳
ま
で
も
、
守
り
給
は
う
ず

る
と
の
御
事
と
、
承
り
及
び
て
候
。

と
い
う
説
が
見
え
る
。
こ
こ
に
は
《
高
砂
》
と
は
本
来
無
関
係
な
弥
勒
菩

薩
出
現
の
年
数
と
い
う
仏
教
的
要
素
も
入
り
込
ん
で
来
て
い
る
。

　

ア
イ
は
語
り
終
え
た
後
、
両
神
が
夫
婦
の
姿
で
現
れ
た
の
だ
ろ
う
と
推

測
し
、
ワ
キ
に
住
吉
へ
行
く
こ
と
を
勧
め
る
。
和
泉
流
『
狂
言
集
成
』
で

は
、

総
じ
て
当
社
へ
御
参
詣
の
人
は
住
吉
へ
御
参
詣
あ
り
。
又
住
吉
へ
御

参
り
の
人
は
当
社
へ
も
御
参
詣
な
う
て
は
叶
は
ぬ
事
に
て
候
。

と
あ
り
、
住
吉
と
高
砂
の
両
社
へ
参
詣
す
る
の
が
決
ま
り
で
あ
る
と
述
べ

る
。
水
野
文
庫
蔵
鷺
流
『
間
の
本
』
に
も
同
様
に

当
社
へ
御
参
り
の
御
方
は
、
必
ず
住
吉
へ
御
参
詣
な
ふ
て
は
叶
ぬ

と
見
え
て
い
る
。
大
蔵
流
で
は
貞
享
松
井
本
、
山
本
東
本
と
も
、
ア
イ
は

住
吉
参
詣
を
勧
め
は
す
る
が
、
両
社
へ
参
詣
す
る
の
が
決
ま
り
だ
と
い
う

文
言
は
な
い
。
両
社
参
詣
は
厳
密
な
決
ま
り
で
あ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は

な
く
、
慣
例
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

大
蔵
流
・
和
泉
流
に
は
住
吉
明
神
に
つ
い
て
の
説
明
は
な
い
が
、
元
和

頃
刊
古
活
字
本
「
間
の
本
」（
新
潮
日
本
古
典
集
成
『
謡
曲
集
』
中
）
は
、

こ
れ
を
詳
し
く
記
す
。

ま
た
住
吉
の
明
神
と
申
す
は
、
仁
王
十
代
崇
神
天
皇
の
御
宇
に
、
西

の
海
檍
が
原
よ
り
湧
出
し
給
ひ
た
る
お
ん
神
に
て
ご
ざ
候
。
王
城
を

守
り
給
は
ん
と
て
摂
州
津
守
の
浦
に
上
が
ら
せ
給
ひ
候
ふ
が
、
す
な

は
ち
一
夜
の
中
に
四
本
の
松
生
ひ
出
で
、
そ
の
松
の
下
に
休
ら
ひ
給

ひ
し
よ
り
、
こ
の
所
を
住
吉
の
浦
と
申
し
候
。
同
じ
く
明
神
現
は
れ

給
ひ
け
る
と
承
り
候
。
そ
れ
よ
り
こ
の
松
を
神
木
と
崇
め
奉
り
候
。

さ
れ
ば
ご
詠
歌
に
も
、
君
が
代
の
久
し
か
る
べ
き
例
に
は
、
か
ね
て

ぞ
植
ゑ
し
住
吉
の
松
と
遊
ば
し
け
り
と
承
り
候
。
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古
活
字
本
「
間
の
本
」
は
広
く
一
般
向
け
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
、
能

の
解
説
書
と
し
て
の
性
格
を
持
っ
て
い
た
ら
し
い
。
理
屈
か
ら
言
え
ば
、

高
砂
の
浦
の
者
が
住
吉
の
神
に
つ
い
て
詳
し
く
知
っ
て
い
る
の
は
不
自
然

で
あ
る
。
他
の
脇
能
で
は
舞
台
と
な
る
神
社
は
一
か
所
で
、
そ
の
土
地
に

住
む
ア
イ
が
シ
テ
の
神
に
つ
い
て
語
る
。
こ
れ
に
対
し
《
高
砂
》
は
二
か

所
が
舞
台
と
な
る
た
め
、
大
蔵
・
和
泉
流
で
は
住
吉
・
高
砂
の
松
の
こ
と

を
語
る
が
、
住
吉
明
神
の
こ
と
は
語
ら
な
い
。
古
活
字
本
「
間
の
本
」
は

そ
の
不
足
を
補
う
構
想
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
高
砂
の
浦
の
者
が
高

砂
の
浦
で
、
傍
線
部
の
よ
う
に
住
吉
の
浦
・
住
吉
の
松
を
「
こ
の
所
」「
こ

の
松
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
読
者
に
誤
解
を
与
え
か
ね
な
い
。
通
常
ア

イ
が
「
こ
の
所
」
と
い
う
場
合
は
、
ア
イ
が
住
ん
で
い
る
場
所
を
指
す
。

こ
の
本
で
は
語
リ
ア
イ
の
定
型
表
現
を
そ
の
ま
ま
使
っ
た
た
め
、
齟
齬
が

生
じ
て
い
る
。
古
活
字
本
「
間
の
本
」
は
能
の
解
説
書
と
し
て
の
役
割
を

持
つ
た
め
、シ
テ
で
あ
る
住
吉
明
神
の
情
報
を
読
者
に
提
供
し
た
の
だ
が
、

文
章
を
十
分
に
推
敲
し
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
記
述
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

　

水
野
文
庫
蔵
鷺
流
『
間
の
本
』
も
住
吉
明
神
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記

す
。

然
る
に
住
吉
と
申
は
、
垂
仁
天
皇
の
御
宇
に
、
摂
州
津
守
の
浦
に
金

色
の
光
り
指
す
を
、
朝
に
勅
使
を
立
て
御
覧
ず
れ
ば
、
四
本
の
松
生

出
た
る
を
、
則
四
所
明
神
と
祝
ひ
御
申
有
に
よ
り
、
住
吉
に
て
は
松

を
御
神
木
共
、
又
は
御
神
体
共
崇
御
申
有
抔
と
申
。

　

こ
の
本
で
は
「
住
吉
に
て
は
」
と
し
て
お
り
、
文
章
が
整
理
さ
れ
て
い

る
。
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
蔵
鷺
流
宝
暦
名
女
川
本
（
永
井
猛
・
稲
田
秀

雄
・
伊
海
孝
充
「
鷺
流
間
狂
言
・
宝
暦
名
女
川
本
「
脇
末
鱗
」
翻
刻
」『
能

楽
研
究
』
四
十
六
号
。
令
和
四
年
三
月
）
も
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。

　

岐
阜
県
本
巣
郡
根
尾
村
能
郷
に
伝
わ
る
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
の
奥

書
を
持
つ
間
狂
言
台
本（
芸
能
史
研
究
会
編
、日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
・

二
『
田
楽
・
猿
楽
』
三
一
書
房
）
に
《
高
砂
》
の
間
狂
言
を
載
せ
る
。

当
社
の
御
神
と
、
住
吉
の
明
神
は
、
夫
婦
一
躰
の
御
神
に
て
御
座
候

得
ば
、
又
当
社
よ
り
も
住
吉
江
御
通
ひ
な
さ
れ
候
。
御
か
よ
ひ
な
さ

れ
候
所
に
、
し
る
し
の
ふ
て
は
か
な
ふ
ま
じ
き
と
思
召
さ
れ
、
住
吉

に
松
を
一
本
御
植
な
さ
れ
候
へ
ば
、
此
松
の
本
へ
は
、
天
の
八
九
、

地
の
二
十
五
の
菩
薩
た
ち
が
、
御
集
ま
り
な
さ
れ
候
て
、
浜
の
砂
を

か
き
上
〳
〵
候
て
、
高
く
つ
か
せ
ら
れ
候
に
よ
り
、
高
砂い

さ
ごの

松
共
申

候
。又
手
づ
か
ら
諸
共
に
御
植
な
さ
れ
候
得
て
、相
生を
い

の
松
共
申
候
。

我
等
ご
と
し
（
マ
マ
（い
や
し
き
物
は
、
高
さ
ご
の
松
共
申
候
。

　

こ
こ
に
は
菩
薩
た
ち
が
砂
を
掻
き
上
げ
た
と
い
う
独
自
な
説
が
記
さ
れ

る
。
こ
の
後
に
も
尾
上
の
鐘
の
由
来
な
ど
、
他
に
は
見
え
ぬ
記
述
が
見
ら

れ
る
。慶
長
三
年
は
語
リ
ア
イ
の
詞
章
を
記
す
資
料
と
し
て
は
最
古
だ
が
、
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こ
の
本
は
民
俗
芸
能
の
資
料
で
あ
り
、
狂
言
各
流
の
台
本
と
同
等
に
は
扱

え
な
い
。
し
か
し
、《
高
砂
》
に
色
々
な
内
容
の
間
語
リ
が
あ
り
得
た
と

い
う
こ
と
を
示
す
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

二
、《
敦
盛
》
の
間
狂
言

　

次
に
、
世
阿
弥
作
の
修
羅
能
《
敦
盛
》
の
間
狂
言
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

《
敦
盛
》
の
梗
概
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

一
の
谷
の
戦
い
で
平
敦
盛
を
討
っ
た
熊
谷
直
実
は
、
出
家
し
て
蓮れ
ん
せ
い生
法

師
（
ワ
キ
）
と
名
乗
り
、
敦
盛
を
弔
う
た
め
須
磨
を
訪
れ
る
。
蓮
生
の
前

に
草
刈
の
男
た
ち
（
前
シ
テ
・
ツ
レ
）
が
現
れ
る
。
男
は
自
分
が
敦
盛
の

幽
霊
で
あ
る
こ
と
を
ほ
の
め
か
し
て
消
え
る
。
所
の
者
（
ア
イ
）
が
現
れ
、

熊
谷
が
敦
盛
を
討
っ
た
時
の
こ
と
を
語
る
。
敦
盛
の
幽
霊
（
後
シ
テ
）
が

現
れ
、
自
ら
の
最
期
の
様
子
に
つ
い
て
語
る
。

　

一
般
的
に
複
式
夢
幻
能
で
は
、
旅
の
僧
な
ど
が
あ
る
場
所
を
訪
れ
、
そ

こ
で
そ
の
土
地
に
ゆ
か
り
の
人
物
の
幽
霊
に
会
う
。
シ
テ
は
ワ
キ
に
と
っ

て
昔
の
時
代
の
人
物
で
あ
り
、
ワ
キ
と
シ
テ
の
間
に
は
生
前
に
面
識
が
な

か
っ
た
の
が
普
通
で
あ
る
。
そ
う
し
た
形
が
多
い
中
で
、
修
羅
能
の
ワ
キ

は
シ
テ
と
生
前
に
関
係
が
あ
っ
た
場
合
が
あ
る
。《
忠
度
》
の
ワ
キ
は
忠

度
の
和
歌
の
師
匠
で
あ
る
藤
原
俊
成
の
御
内
の
者
、《
経
政
》
の
ワ
キ
は

経
政
が
い
た
仁
和
寺
の
僧
行
慶
で
あ
る
。
修
羅
能
の
設
定
は
シ
テ
の
死
か

ら
あ
ま
り
時
間
が
た
っ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
。
生
前
に
縁
の
あ
っ
た
者

が
知
人
の
死
を
弔
い
に
行
く
と
い
う
形
で
あ
る
。《
敦
盛
》
の
場
合
は
、

敦
盛
を
討
っ
た
熊
谷
自
身
が
弔
い
に
や
っ
て
来
る
。
ワ
キ
が
シ
テ
と
生
前

に
関
係
が
あ
っ
た
と
い
う
点
で
は《
忠
度
》等
と
同
じ
で
あ
る
が
、《
敦
盛
》

の
場
合
は
味
方
で
は
な
く
敵
で
あ
っ
た
と
い
う
点
が
異
例
で
あ
る
。
こ
れ

は
敦
盛
を
討
っ
た
熊
谷
が
、
そ
の
後
そ
れ
を
悔
い
て
出
家
し
た
と
い
う
特

殊
な
ケ
ー
ス
で
あ
る
こ
と
に
基
づ
く
。

　

複
式
夢
幻
能
の
語
リ
ア
イ
は
、
ア
イ
が
ワ
キ
に
対
し
て
、
昔
の
出
来
事

な
ど
ワ
キ
の
知
ら
ぬ
事
柄
を
語
る
。《
忠
度
》
な
ど
の
修
羅
能
で
も
、
詳

し
い
合
戦
の
様
子
に
つ
い
て
ワ
キ
は
知
ら
ず
、
現
地
に
住
む
ア
イ
は
そ
れ

を
知
っ
て
い
る
と
い
う
設
定
で
あ
る
。

　
《
敦
盛
》
の
間
狂
言
は
典
型
的
な
複
式
夢
幻
能
の
語
リ
ア
イ
で
あ
る
が
、

ワ
キ
の
僧
が
熊
谷
直
実
で
あ
る
た
め
、
ア
イ
は
敦
盛
を
討
っ
た
当
人
に
敦

盛
の
最
期
に
つ
い
て
語
る
と
い
う
不
自
然
な
形
に
な
っ
て
い
る
。
語
リ
ア

イ
の
定
型
と
い
う
も
の
が
す
で
に
存
在
し
て
い
た
た
め
、
そ
の
定
形
に
合

わ
せ
て
間
狂
言
を
作
成
し
た
結
果
、
事
情
を
一
番
知
っ
て
い
る
当
人
に
対

し
て
第
三
者
が
語
る
と
い
う
矛
盾
し
た
形
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

世
阿
弥
の
時
代
に
は
、
複
式
夢
幻
能
の
間
狂
言
は
江
戸
時
代
以
降
の
台

本
の
よ
う
に
長
く
詳
し
い
語
リ
で
は
な
く
、
短
い
教
エ
程
度
の
も
の
で
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あ
っ
た
が（

7
（

、
ア
イ
が
ワ
キ
に
敦
盛
の
討
ち
死
に
に
つ
い
て
教
え
る
こ
と
自

体
は
、
こ
の
曲
の
成
立
時
以
来
の
形
と
考
え
ら
れ
る
。
室
町
後
期
以
降
ア

イ
の
語
リ
が
長
く
な
り
、
十
六
世
紀
末
頃
に
は
居
語
リ
の
形
式
が
確
立
す

る（
（
（

。
こ
れ
は
観
客
に
対
す
る
能
の
内
容
の
説
明
と
い
う
役
割
を
ア
イ
が
担

う
よ
う
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　

初
め
ワ
キ
は
身
分
を
隠
し
、
ア
イ
に
敦
盛
の
最
期
に
つ
い
て
語
る
よ
う

求
め
る
。

思
ひ
も
よ
ら
ぬ
申
し
事
に
て
候
へ
ど
も
、
こ
の
所
は
源
平
両
家
の
合

戦
の
巷
と
承
り
及
び
て
候
中
に
も
、
平
家
の
公
達
敦
盛
の
果
て
給
ひ

た
る
様
体
、
御
存
じ
に
於
て
は
語
つ
て
御
聞
か
せ
候
へ
。（『
謡
曲
大

観
』
所
収
、
下
掛
宝
生
流
古
写
本
。
以
下
、
ワ
キ
の
セ
リ
フ
は
同
書

に
よ
る
）

　

ア
イ
は
初
め
相
手
が
熊
谷
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
に
語
る
。
大
蔵
虎
明

本
で
は
、
ア
イ
は
敦
盛
の
最
期
に
つ
い
て
語
り
終
え
た
後
、
熊
谷
の
出
家

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
推
測
す
る
。

誠
ヤ
人
ノ
申
候
ハ
、
其
ノ
熊
谷
ハ
敦
盛
ヲ
手
ニ
掛
ケ
痛
敷
思
ヒ
、
発

心
ヲ
シ
テ
敦
盛
ノ
御
菩
提
ヲ
訪
フ
ト
申
候
ガ
、
誠
ニ
テ
ハ
有
マ
ヒ
ト

ノ
申
事
ニ
テ
候
。
其
レ
程
ニ
発
心
ヲ
ス
ル
成
ラ
バ
、
其
時
助
ケ
申
ベ

キ
ガ
、
ヱ
助
ケ
ヌ
程
ノ
者
ニ
テ
有
ラ
バ
、
発
心
モ
セ
ラ
レ
間
敷
ヒ
ト

ノ
取
沙
汰
ニ
テ
候
。

　

ア
イ
は
熊
谷
に
対
す
る
世
間
の
取
り
沙
汰
を
語
る
。「
熊
谷
は
敦
盛
を

手
に
掛
け
た
こ
と
を
痛
わ
し
く
思
っ
て
発
心
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
真
実
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
れ
な
ら
ば
敦
盛
を
討
た
ず
に
助
け
た
は

ず
だ
」
と
世
間
で
言
っ
て
い
る
と
述
べ
る
。
直
実
の
出
家
は
、『
吾
妻
鏡
』

に
所
領
争
い
が
原
因
で
あ
る
と
す
る
な
ど
諸
説
あ
る
。
虎
明
も
注
の
部
分

で
「
熊
谷
発
心
ノ
モ
ト
四
ツ
ア
リ
」
と
し
て
諸
説
を
挙
げ
考
証
を
行
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
熊
谷
の
出
家
の
原
因
の
究
明
は
能
《
敦
盛
》
を
理
解
す

る
上
で
特
に
必
要
と
は
言
え
な
い
。
熊
谷
の
出
家
の
真
相
に
つ
い
て
の
当

時
の
人
々
の
興
味
が
、
こ
の
よ
う
な
形
で
間
狂
言
本
文
に
投
影
し
て
い
る

と
言
え
る
。

　

同
様
の
記
述
は
、
森
川
杜
園
旧
蔵
本
に
も
見
え
る
。

誠
や
人
の
申
す
は
、
熊
谷
は
出
家
し
て
敦
盛
の
御
菩
提
を
弔
ふ
と
申

す
が
、
左
様
の
者
な
ら
ば
そ
の
時
助
け
申
さ
う
ず
る
に
、
助
け
ぬ
者

な
ら
ば
是
は
偽
り
に
て
候
べ
し
。

　

こ
れ
ら
の
記
述
に
は
、
熊
谷
が
敦
盛
を
討
っ
た
こ
と
に
対
す
る
批
判
的

な
心
情
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
虎
明
本
で
は
、
ア
イ
は
こ
の
後
、
次
の
よ

う
に
付
け
加
え
る
。

乍
去
如
何
様
成
ル
姿
ニ
テ
モ
有
ラ
バ
在
レ
、
哀
レ
其
ノ
熊
谷
ガ
何
事

ゾ
有
ツ
テ
此
所
ヘ
来
レ
カ
シ
。
其
熊
谷
ヲ
討
ツ
ブ
イ
テ
敦
盛
ノ
孝
養

ニ
致
シ
度
ヒ
ト
ノ
申
事
ニ
テ
候
。
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ア
イ
は
熊
谷
を
打
ち
つ
ぶ
し
て
敦
盛
の
孝
養
に
し
た
い
と
所
の
者
た
ち

が
言
っ
て
い
る
と
述
べ
る
（
貞
享
松
井
本
も
同
様
）。
森
川
杜
園
旧
蔵
本

で
も
、
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
熊
谷
が
こ
の
所
へ
来
れ
か
し
。
打
ち
殺
し
て
敦
盛
の
孝
養
に
致

し
た
く
と
の
申
し
事
に
て
候
。

　

こ
れ
ら
の
ア
イ
の
セ
リ
フ
に
は
、
熊
谷
に
対
す
る
強
い
敵
意
が
表
現
さ

れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
敦
盛
の
死
を
哀
惜
す
る
人
々
の
気
持
ち
が
反
映
さ

れ
て
い
る
。

　

次
に
水
野
文
庫
蔵
鷺
流
『
間
の
本
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

我
等
を
始
メ
て
此
所
の
若
イ
者
共
の
申
事
に
、
哀
れ
其
蓮
性
法
師
か

爰
許
へ
も
来
れ
か
し
。
捕
へ
て
鼻
を
弾
き
、
竹シ

ツ

箆ペ
イ

を
当
、
種
々
に
嬲

て
遊
ひ
度
い
と
の
申
事
に
候
。
先
敦
盛
の
御
最
期
の
様
体
、
大
方
ケ

様
に
聞
及
て
候
。

　

大
蔵
流
が
「
打
ち
つ
ぶ
す
」「
打
ち
殺
す
」
と
す
る
の
に
対
し
、「
鼻
を

弾
き
、
竹
箆
を
当
て
、
種
々
に
な
ぶ
っ
て
遊
び
た
い
」
と
、
報
復
の
方
法

を
具
体
的
に
記
す
。
狂
言
《
真
奪
》
で
は
太
郎
冠
者
が
、
主
人
が
捉
え
た

男
に
対
し
、
鼻
竹
箆
を
当
て
よ
う
と
し
て
、
か
わ
さ
れ
る
。
虎
明
本
に
は

「
ま
づ
鼻
を
は
ぢ
き
ま
ら
せ
う
」
と
あ
り
、
天
理
本
『
狂
言
六
義
』
に
は

「
ま
づ
鼻
を
は
ぢ
か
う
」
と
あ
る
。
山
本
東
本
で
は
「
今
度
は
鼻
じ
っ
ぺ

い
を
当
て
て
く
り
ょ
う
」
と
す
る
。
縄
を
掛
け
ず
に
鼻
竹
箆
を
当
て
よ
う

と
す
る
の
は
、
い
か
に
も
滑
稽
で
あ
る
。《
敦
盛
》
の
間
狂
言
の
こ
の
部

分
も
、
大
蔵
流
に
比
べ
鷺
流
は
滑
稽
味
が
強
い
。

　

ア
イ
が
語
り
終
え
た
後
、
ワ
キ
は

懇
に
御
物
語
り
候
も
の
か
な
。
今
は
何
を
か
包
み
申
す
べ
き
。
是
は

熊
谷
の
次
郎
直
実
出
家
し
、
蓮
生
と
申
す
法
師
に
て
候
。
敦
盛
の
御

菩
提
を
弔
ひ
申
さ
ん
為
、
是
ま
で
参
り
て
候
よ
。

と
自
分
が
熊
谷
で
あ
る
こ
と
を
明
か
す
。
貞
享
松
井
本
で
は
、
こ
れ
を
聞

い
た
ア
イ
は
驚
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

是
ハ
言
語
道
断
の
事
を
仰
候
物
哉
。
扨
ハ
熊
谷
殿
に
て
候
か
。
只
今

熊
谷
殿
の
事
を
申
た
る
ハ
、
此
当
り
の
者
共
の
ざ
れ
事
に
申
た
る
を

ふ
と
物
語
申
て
候
あ
い
だ
、
わ
れ
ら
の
申
分
に
て
ハ
な
く
候
程
に
ま

つ
ぴ
ら
御
め
ん
な
さ
れ
候
へ
。

　

ア
イ
は
、
熊
谷
を
打
ち
つ
ぶ
し
た
い
と
言
っ
た
の
は
、
こ
の
辺
り
の
者

た
ち
が
ざ
れ
言
に
言
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
自
分
が
言
っ
た
の
で
は
な

い
と
弁
明
す
る
。
初
め
は
威
勢
の
い
い
こ
と
を
言
っ
て
お
い
て
、
相
手
が

当
人
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
途
端
あ
わ
て
て
責
任
回
避
に
回
る
の
は
、
笑

い
を
狙
っ
た
演
技
で
あ
る（

（
（

。
な
お
、
間
語
リ
の
本
文
だ
け
を
載
せ
る
虎
明

本
に
は
、
こ
の
ワ
キ
と
ア
イ
の
問
答
部
分
の
記
載
は
な
い
。

　

森
川
杜
園
旧
蔵
本
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

扨
は
そ
の
時
の
熊
谷
殿
に
て
候
か
。
左
様
の
事
と
も
存
ぜ
ず
聊
爾
な
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る
物
語
申
し
て
候
。
御
免
候
へ
。

　

こ
ち
ら
で
は
貞
享
松
井
本
の
よ
う
に
あ
わ
て
て
弁
解
を
し
た
り
は
せ

ず
、
非
礼
を
丁
寧
に
わ
び
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
大
蔵
流
で
は
、
江
戸
後

期
に
は
《
敦
盛
》
の
間
狂
言
か
ら
笑
い
の
要
素
が
後
退
し
て
い
る
。

　

次
に
水
野
文
庫
鷺
流
『
間
の
本
』
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

左
様
の
御
方
と
も
存
せ
ず
し
て
、只
今
は
疎
怱
成
事
を
申
迷
惑
仕
候
。

当
所
の
面
々
申
さ
れ
事
に
、
哀
れ
其
蓮
性
法
師
の
爰
許
へ
御
座
れ
か

し
、
一
夜
の
お
宿
を
も
致
度
キ
と
の
念
願
に
て
候
。
偖
只
今
ハ
何
と

思
寄
て
、
敦
盛
の
事
を
お
尋
有
た
る
ぞ
不
審
に
存
候
。

　

熊
谷
を
種
々
に
な
ぶ
っ
て
遊
び
た
い
と
言
っ
て
い
た
の
が
、
臆
面
も
な

く
態
度
を
百
八
十
度
変
え
て
、
蓮
生
に
一
夜
の
宿
を
も
致
し
た
い
と
の
念

願
で
あ
る
と
言
う
。
水
野
文
庫
本
で
は
貞
享
松
井
本
以
上
に
滑
稽
味
が
強

い
。

　

大
蔵
流
で
は
、
こ
の
後
ア
イ
が
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

誠
に
悪
に
も
強
き
ハ
善
に
も
強
く
御
座
有
と
ハ
御
身
の
上
に
て
候
。

か
や
う
の
御
心
ざ
し
を
こ
そ
敦
盛
も
ひ
と
へ
に
請
け
喜
び
給
お
ふ
ず

る
に
て
候
。（
貞
享
松
井
本
）

扨
善
に
強
き
は
悪
に
も
強
し
と
申
す
が
、方
々
の
事
に
候
べ
し
。弥
々

敦
盛
の
御
跡
御
弔
ひ
あ
れ
か
し
と
存
じ
候
。（
森
川
杜
園
旧
蔵
本
）

　

貞
享
松
井
本
の
「
悪
に
も
強
き
ハ
善
に
も
強
く
」
は
、
幸
若
舞
《
敦
盛
》

末
尾
の
「
悪
に
強
け
れ
ば
、
善
に
も
強
し
」
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

幸
若
舞
の
著
名
な
記
述
が
間
狂
言
の
中
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。
森
川
杜

園
旧
蔵
本
の「
善
に
強
き
は
悪
に
も
強
し
」は
、本
来
と
は
逆
の
形
に
な
っ

て
い
る
。

　

大
蔵
流
・
鷺
流
で
は
、
ア
イ
が
初
め
熊
谷
に
対
し
て
敵
意
を
示
す
が
、

和
泉
流
で
は
そ
う
し
た
こ
と
は
な
い
。
次
に
『
狂
言
集
成
』
に
よ
っ
て
示

す
。

さ
れ
ば
か
の
熊
谷
と
申
す
は
、
心
も
剛
に
し
て
情
深
き
武
士
に
て
候

ひ
け
る
ぞ
。
其
時
の
御
事
を
の
み
痛
は
し
く
思
ひ
給
ひ
、
今
は
浮
世

を
捨
て
髻
切
り
、
敦
盛
の
御
菩
提
を
弔
ひ
給
ふ
と
は
申
せ
ど
も
、
慥

か
な
る
御
事
を
ば
存
ぜ
ず
候
。

ま
づ
敦
盛
の
御
最
後
の
様
体
、
我
等
の
承
り
た
る
は
斯
く
の
訳
に
て

候
が
、
扨
お
尋
ね
は
如
何
や
う
な
る
御
事
に
て
御
座
候
ぞ
。
シ
カ
〳

〵
。
是
は
存
じ
の
外
な
る
事
を
承
り
候
も
の
か
な
。
熊
谷
に
て
渡
ら

せ
給
ふ
を
存
ぜ
ず
、
聊
爾
な
る
事
を
申
上
げ
迷
惑
仕
候
。

　

和
泉
流
で
は
、
ア
イ
は
相
手
が
熊
谷
で
あ
る
こ
と
を
知
る
前
か
ら
、
熊

谷
を
情
け
深
き
武
士
と
言
っ
て
お
り
、
憎
む
言
葉
は
な
い
。
大
蔵
・
鷺
流

に
は
、
熊
谷
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
ア
イ
が
態
度
を
変
え
る
と
い
う
笑
い

の
要
素
が
あ
る
が
、
和
泉
流
に
そ
う
し
た
要
素
は
な
く
、
終
始
生
真
面
目

に
対
応
し
て
い
る
。出
家
の
理
由
に
つ
い
て
疑
義
を
呈
す
る
こ
と
も
な
い
。
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和
泉
流
は
大
蔵
・
鷺
流
の
よ
う
に
熊
谷
に
対
し
て
敵
意
は
ま
っ
た
く
示
し

て
い
な
い
が
、
熊
谷
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
後
に
は
、
非
礼
を
丁
寧
に
わ

び
て
い
る
。こ
れ
は
熊
谷
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
に
、当
人
に
対
し
て
語
っ

た
こ
と
が
失
礼
で
あ
っ
た
と
い
う
認
識
で
あ
る
。

　

大
蔵
・
鷺
流
で
は
、
ア
イ
は
敦
盛
の
死
を
悼
む
人
々
の
立
場
に
立
っ
て

熊
谷
を
非
難
す
る
言
葉
を
述
べ
る
。
和
泉
流
で
は
ど
ち
ら
か
に
肩
入
れ
す

る
こ
と
な
く
、
俯
瞰
的
な
立
場
か
ら
熊
谷
の
人
物
像
に
つ
い
て
述
べ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
狂
言
の
流
派
に
よ
っ
て
熊
谷
に
対
す
る
人
物
評
は
対
照

的
で
あ
る
。《
敦
盛
》
と
い
う
同
一
の
能
の
作
品
の
中
に
あ
り
な
が
ら
、

間
狂
言
の
セ
リ
フ
に
よ
っ
て
能
に
対
す
る
解
釈
が
か
な
り
異
な
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。

三
、《
昭
君
》
の
間
狂
言

　
《
昭
君
》
は
世
阿
弥
の
『
申
楽
談
儀
』
に
曲
名
が
載
る
古
曲
で
、
梗
概

は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

唐
土
「
か
う
ほ
の
里
」
の
者
（
ワ
キ
）
が
、
帝
に
寵
愛
さ
れ
て
い
た
昭

君
が
胡
国
に
移
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
白
桃
（
前
シ
テ
）
と
王
母
（
ツ

レ
）
の
夫
婦
は
娘
が
胡
国
に
送
ら
れ
た
こ
と
を
嘆
く
。
所
の
者
（
ア
イ
）

が
出
て
、
白
桃
を
幕
へ
送
り
込
み
、
昭
君
が
胡
国
に
送
ら
れ
る
に
至
っ
た

経
緯
を
シ
ャ
ベ
る
。
鏡
の
中
に
昭
君
の
幽
霊
が
現
れ
、
続
い
て
呼こ
か
ん
や
ぜ
ん
う

韓
邪
単
于

（
後
シ
テ
）
が
現
れ
る
。

　

日
本
古
典
文
学
大
系
『
謡
曲
集
』
上
解
説
（
横
道
萬
里
雄
氏
執
筆
）
に

「
シ
テ
の
老
人
が
最
後
ま
で
残
り
、
韓
邪
将
を
別
人
が
勤
め
る
の
が
本
来
」

で
、「
後
世
ま
で
ア
イ
の
な
い
の
を
本
則
と
し
た
の
は
、
そ
の
な
ご
り
だ

ろ
う
」
と
指
摘
す
る
通
り
、
本
曲
に
は
も
と
も
と
間
狂
言
は
な
か
っ
た
。

貞
享
松
井
本
に
は
《
昭
君
》
を
載
せ
て
お
ら
ず
、
本
曲
の
間
狂
言
は
江
戸

期
に
作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

王
昭
君
の
逸
話
は
『
琴
操
』『
後
漢
書
』『
西
京
雑
記
』『
世
説
新
語
』
等
、

中
国
の
文
献
に
載
る（

（1
（

。
日
本
の
文
献
で
は
『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
第
五
に

「
漢
前
帝
后
王
照
君
、
行
胡
国
語
」
と
し
て
、
こ
の
話
を
載
せ
る
。
以
下

に
そ
の
梗
概
を
記
す
。

　

漢
の
前
帝
の
時
代
、
帝
が
大
臣
・
公
卿
の
娘
の
内
か
ら
美
麗
の
者
を
選

ん
で
宮
殿
に
置
い
た
。
そ
の
数
は
四
、五
百
人
と
な
っ
た
、
あ
ま
り
の
多

さ
に
帝
が
会
う
こ
と
の
な
い
者
も
い
た
。そ
の
頃
、都
に
胡
国
の
者
が
や
っ

て
来
た
。
大
臣
の
進
言
に
よ
り
、
宮
女
か
ら
容
貌
の
劣
る
者
を
一
人
、
胡

国
の
者
に
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
帝
は
絵
師
た
ち
に
女
た
ち
を
絵
に
描
か

せ
、
そ
の
絵
を
見
て
容
貌
の
劣
る
者
を
選
ぶ
こ
と
に
す
る
。
女
た
ち
は
絵

師
に
金
銀
財
宝
を
与
え
、
実
際
よ
り
も
美
し
く
描
か
せ
る
。
王
昭
君
は
自

分
の
容
貌
に
自
信
が
あ
っ
た
の
で
、
絵
師
に
宝
を
与
え
な
か
っ
た
。
絵
師
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は
王
昭
君
を
実
際
よ
り
も
卑
し
く
描
い
て
提
出
し
た
の
で
、
王
昭
君
を
胡

国
に
贈
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
。
帝
が
王
昭
君
を
召
し
て
見
る
と
、
光
を
放

つ
よ
う
な
美
し
さ
で
あ
っ
た
。
帝
は
驚
き
、
王
昭
君
を
夷
に
与
え
る
こ
と

を
嘆
い
た
。
王
昭
君
が
与
え
ら
れ
る
と
い
う
情
報
を
聞
い
た
夷
は
、
王
宮

に
や
っ
て
来
て
王
昭
君
を
要
求
す
る
。
帝
は
し
か
た
な
く
王
昭
君
を
夷
に

与
え
た
。

　
『
今
昔
物
語
集
』
の
話
は
『
西
京
雑
記
』
の
記
述
に
近
く
、『
俊
頼
髄
脳
』

の
展
開
も
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
話
で
は
帝
は
昭
君
と
会
っ
た

こ
と
が
な
く
、
昭
君
が
美
人
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。
帝
は
人
選

決
定
後
に
昭
君
と
面
会
し
、昭
君
が
美
人
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。し
か
し
、

決
定
事
項
で
あ
る
た
め
人
選
の
変
更
が
で
き
な
い
。
話
末
評
語
に
は

此
レ
、
形
ヲ
憑
テ
絵
師
ニ
財
ヲ
不
与
ザ
ル
ガ
故
也
ト
ゾ
、
其
ノ
時
ノ

人
謗
リ
ケ
ル
ト
ナ
ム
語
リ
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。

と
あ
り
、
昭
君
に
対
し
て
批
判
的
な
評
価
が
見
ら
れ
る
。

　

能
《
昭
君
》
で
語
ら
れ
る
経
緯
で
は
、
胡
国
と
の
和
睦
の
印
と
し
て
美

人
を
一
人
遣
わ
す
こ
と
に
な
る
。
漢
王
の
宣
旨
に
よ
り
、
宮
女
た
ち
の
姿

を
似
せ
絵
に
描
か
せ
、
劣
る
者
を
選
ん
で
胡
王
に
遣
わ
す
こ
と
に
す
る
。

宮
女
た
ち
は
絵
師
に
賂
い
を
贈
り
、
美
し
く
描
い
て
も
ら
う
（
日
本
古
典

文
学
大
系
『
謡
曲
集
』
上
所
収
、
天
理
図
書
館
蔵
無
署
名
古
写
本
）。

中
に
も
昭
君
は
、並
ぶ
方
な
き
美
人
に
て
、帝
の
覚
え
た
り
し
な
り
。

そ
れ
を
頼
め
る
ゆ
ゑ
や
ら
ん
、
た
だ
う
ち
解
け
て
あ
り
し
に
、
画
図

に
写
せ
る
面
影
の
、
あ
ま
り
卑
し
く
見
え
し
か
ば
、
さ
こ
そ
は
寵
愛

甚
だ
し
し
と
申
せ
ど
も
、
君
子
に
私
の
言
葉
な
し
と
や
思
し
け
ん
、

力
な
く
し
て
昭
君
を
、
胡
国
の
民
に
遣
は
さ
る

　
『
今
昔
物
語
集
』
で
は
、
帝
は
初
め
昭
君
の
こ
と
を
知
ら
な
い
が
、《
昭

君
》
で
は
帝
は
昭
君
を
寵
愛
し
て
い
た
。
し
か
し
「
君
子
に
私
の
言
葉
な

し
」
と
、
絵
の
卑
し
い
女
が
昭
君
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
上
で
胡
国
に
送

る
。

　

能
《
昭
君
》
の
間
狂
言
は
、
昭
君
が
胡
国
に
移
さ
れ
る
経
緯
に
つ
い
て
、

諸
台
本
に
よ
り
違
い
が
見
ら
れ
る
。
次
に
大
蔵
流
森
川
杜
園
旧
蔵
本
を
引

く
。

昭（
Ａ
（君

は
後
宮
第
一
の
美
人
、
殊
に
帝
の
御
覚
え
あ
る
も
の
を
、
さ
や

う
の
事
を
も
致
さ
ず
候
処
に
、
昭
君
の
写
し
画
は
、
さ
な
が
ら
花
山

の
塵
芥
の
如
く
に
て
、
そ
の
様
賤
し
く
見
え
候
程
に
、
帝
こ
れ
を
叡

覧
あ
つ
て
、
こ（

Ｂ
（の

賤
し
き
様
な
る
を
胡
国
へ
遣
は
せ
と
綸
言
な
さ
れ

候
。
そ（

Ｃ
（の

後
帝
昭
君
を
召
さ
れ
し
に
、
画
生
の
沙
汰
に
任
せ
つ
つ
胡

国
に
遣
は
し
候
と
申
し
し
か
ば
、
帝
大
に
驚
か
せ
ら
れ
、
画（

Ｄ
（生

を
召

し
捕
へ
そ
の
従
類
を
悉
く
刑
罰
に
行
は
れ
候
。

　

帝
が
昭
君
を
寵
愛
し
て
い
た
と
い
う
設
定
（
傍
線
部
Ａ
）
は
能
を
踏
ま

え
る
。し
か
し
、能
で
は
帝
が
絵
の
卑
し
い
女
が
昭
君
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
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た
上
で
胡
国
に
送
る
の
に
対
し
、
間
狂
言
で
は
帝
は
そ
れ
が
昭
君
で
あ
る

こ
と
を
知
ら
ず
に
胡
国
に
送
る
よ
う
命
じ
る
（
傍
線
部
Ｂ
）。
帝
は
後
日

そ
の
こ
と
を
知
り
驚
く
（
傍
線
部
Ｃ
）。
帝
は
絵
師
を
捕
え
、
従
類
を
処

刑
す
る
（
傍
線
部
Ｄ
）。
傍
線
部
Ｂ
・
Ｃ
は
、
謡
曲
本
文
と
は
異
な
る
展

開
で
あ
り
、
能
と
間
狂
言
と
で
は
齟
齬
が
生
じ
て
い
る
。
ま
た
傍
線
部
Ｄ

は
、
謡
曲
本
文
に
は
な
い
記
述
で
あ
る
。
能
と
は
一
致
し
な
い
傍
線
部
Ｂ

Ｃ
Ｄ
は
、
能
と
は
別
の
説
話
に
基
づ
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

間
狂
言
は
帝
の
昭
君
へ
の
寵
愛
、事
件
発
覚
後
の
驚
き
と
怒
り
を
記
す
。

能
は
昭
君
に
焦
点
を
当
て
る
が
、
間
狂
言
は
説
話
全
体
を
描
き
、
能
に
は

登
場
し
な
い
帝
の
立
場
か
ら
の
記
述
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。
こ
れ
は
能

に
は
描
か
れ
な
い
部
分
を
補
足
し
て
い
る
と
言
え
る
。
し
か
し
能
と
は
別

系
統
の
話
に
基
づ
い
た
た
め
、傍
線
部
Ｂ
・
Ｃ
で
は
齟
齬
が
生
じ
て
し
ま
っ

た
。
こ
れ
は
意
図
的
に
能
と
は
別
の
伝
承
を
紹
介
し
よ
う
と
し
た
わ
け
で

は
な
く
、
細
か
い
違
い
に
つ
い
て
、
そ
こ
ま
で
厳
密
に
考
え
て
い
な
か
っ

た
の
だ
ろ
う
。

　

能
で
は
一
つ
の
作
品
の
中
で
、
謡
曲
本
文
と
間
狂
言
の
内
容
に
違
い
が

あ
る
こ
と
が
あ
る
。
間
狂
言
作
者
に
は
、
謡
曲
本
文
と
間
狂
言
に
完
璧
な

整
合
性
を
持
た
せ
よ
う
と
い
う
意
識
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

間
狂
言
は
謡
曲
本
文
に
対
す
る
補
足
や
注
釈
と
い
っ
た
機
能
を
持
つ
。
能

が
特
定
の
人
物
に
焦
点
を
絞
っ
て
描
く
の
に
対
し
て
、
間
狂
言
は
俯
瞰
的

な
立
場
で
事
柄
を
説
明
す
る
。
も
と
も
と
間
狂
言
に
は
能
と
は
別
の
視
点

で
客
観
的
に
語
る
と
い
う
役
割
が
あ
る
が（

（（
（

、《
昭
君
》
の
場
合
は
話
の
展

開
そ
の
も
の
が
違
っ
て
お
り
、
能
か
ら
い
さ
さ
か
逸
脱
し
て
い
る
感
が
あ

る
。
帝
の
絵
師
に
対
す
る
怒
り
と
処
刑
も
、
そ
の
後
の
事
件
の
展
開
と
い

う
説
話
的
興
味
か
ら
載
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
能
で
は
帝
は
納
得
し
た
上

で
昭
君
を
遣
わ
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
も
能
の
中
で
語
ら
れ
る
の
と
は
異

な
る
結
末
に
な
っ
て
い
る
。

　

前
述
の
よ
う
に
《
昭
君
》
は
、
も
と
は
白
桃
（
ツ
レ
）
が
後
場
ま
で
残

り
、
韓
邪
将
（
シ
テ
）
は
別
の
役
者
が
演
じ
た
た
め
間
狂
言
は
な
か
っ
た
。

後
に
白
桃
（
前
シ
テ
）
と
、
韓
邪
将
（
後
シ
テ
）
を
一
人
の
役
者
が
演
じ

る
形
に
変
え
ら
れ
た
た
め
、
着
替
え
の
時
間
を
繋
ぐ
間
狂
言
が
必
要
に

な
っ
た
。
こ
の
曲
の
間
狂
言
は
本
来
の
構
想
に
は
な
か
っ
た
た
め
、
繋
が

り
に
や
や
無
理
が
あ
る
。
ア
イ
は
白
桃
を
幕
へ
送
り
込
む
。
こ
れ
は
《
天

鼓
》
や
《
藤
戸
》
の
ア
イ
を
参
考
に
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
ア
イ
が
子
を

失
っ
た
親
（
前
シ
テ
）
を
、《
天
鼓
》
は
内
裏
か
ら
、《
藤
戸
》
は
佐
々
木

盛
綱
の
屋
敷
か
ら
私
宅
ま
で
送
り
届
け
る
。《
昭
君
》
で
は
ワ
キ
が
ア
イ

に
「
老
人
を
内
へ
伴
ひ
候
へ
」
と
命
じ
る
。
送
リ
込
ミ
は
ア
イ
が
前
シ
テ

を
別
の
場
所
か
ら
私
宅
ま
で
送
り
届
け
る
演
技
で
あ
る
が
、《
昭
君
》
の

場
合
は
庭
か
ら
屋
内
ま
で
連
れ
て
行
く
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
本
来
は
庭

に
い
る
白
桃
と
王
母
の
前
に
昭
君
の
幽
霊
が
現
れ
る
構
想
だ
が
、
改
変
後
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の
形
だ
と
父
は
屋
内
へ
姿
を
消
し
、
母
一
人
の
前
に
昭
君
が
現
れ
る
こ
と

に
な
る
。
改
変
後
は
前
シ
テ
が
幕
へ
入
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
こ
の
よ
う

な
便
宜
的
処
置
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　

大
蔵
流
山
本
東
本
も
森
川
杜
園
旧
蔵
本
と
ほ
ぼ
同
様
の
展
開
を
語
る
。

程
な
く
漢
朝
治
つ
て
、
帝
昭
君
を
召
さ
れ
し
に
、
似
せ
絵
の
沙
汰
に

ま
か
せ
つ
つ
、
胡
国
へ
送
り
た
る
と
奏
し
け
れ
ば
、
帝
大
き
に
驚
き

給
ひ
、
す
な
は
ち
絵
師
の
毛
延
寿
を
市
に
引
い
て
従
類
を
こ
と
ご
と

く
刑
罰
に
行
は
れ
候
。
さ
り
な
が
ら
毛
延
寿
が
私
を
描
き
た
る
は
悪

し
け
れ
ど
も
、
美
人
は
国
を
傾
く
る
と
申
す
ほ
ど
に
、
な
ほ
描
き
た

る
よ
り
も
、
ひ
と
し
ほ
め
で
た
き
御
事
か
と
存
じ
候
。

　

森
川
杜
園
旧
蔵
本
と
同
じ
よ
う
に
、
帝
は
絵
の
女
が
昭
君
で
あ
る
こ
と

を
知
ら
ず
に
胡
国
に
送
り
、
後
日
そ
の
こ
と
を
知
り
驚
く
。
帝
は
絵
師
の

毛
延
寿
を
捕
え
て
従
類
を
処
刑
す
る
。
こ
の
毛
延
寿
の
名
は
『
西
京
雑
記
』

に
記
さ
れ
て
い
る
。《
昭
君
》
は
、
昭
君
説
話
を
そ
の
ま
ま
能
に
し
た
の

で
は
な
く
、
後
日
譚
の
形
で
作
ら
れ
て
い
る
。
昭
君
と
韓
邪
将
は
す
で
に

死
ん
で
お
り
、
幽
霊
と
し
て
現
れ
る
。
能
《
昭
君
》
を
理
解
す
る
に
当
た

り
、
絵
師
の
名
前
は
特
に
必
要
で
は
な
い
。
間
狂
言
が
絵
師
の
名
前
を
出

す
の
は
、
昭
君
説
話
の
結
末
の
説
明
の
た
め
で
あ
る（

（1
（

。

　

森
川
本
で
は
、
美
人
は
国
を
傾
け
る
と
い
う
こ
と
で
、
昭
君
を
卑
し
く

描
い
た
毛
延
寿
を
称
賛
し
て
い
る
。
能
《
昭
君
》
を
始
め
、
昭
君
説
話
は

昭
君
に
同
情
的
な
立
場
で
記
さ
れ
る
の
が
基
本
だ
が
、
こ
の
本
で
は
あ
え

て
逆
の
意
見
を
ア
イ
に
言
わ
せ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
間
狂
言
作
者
の
価
値

観
が
反
映
し
て
い
て
、
能
と
は
異
な
る
視
点
か
ら
の
見
方
が
提
示
さ
れ
て

い
る
。

　

大
蔵
流
の
ア
イ
は
、「
か
う
ほ
の
里
」
の
者
で
あ
る
が
、
和
泉
流
は
昭

君
に
仕
え
て
い
た
者
と
す
る
。
和
泉
流
『
狂
言
集
成
』
で
は
、
も
と
も
と

多
く
の
宮
女
の
顔
を
絵
図
に
写
し
、
帝
が
日
ご
と
に
絵
を
見
て
気
に
入
っ

た
者
を
召
し
出
し
て
い
た
と
す
る
。
こ
れ
は
『
世
説
新
語
』
の
記
述
と
同

じ
で
あ
る
。

漢
の
宮
女
の
数
三
千
人
に
余
り
ぬ
れ
ば
、
其
の
顔
貌
を
絵
図
に
写
さ

せ
、日
毎
に
之
を
御
覧
あ
つ
て
、叡
慮
に
入
り
た
る
を
召
出
し
給
ふ
。

　

そ
の
後
、
胡
国
の
韓
耶
将
が
和
睦
の
た
め
宮
女
を
一
人
要
求
す
る
。
帝

は
絵
図
を
開
き
、
容
貌
が
劣
っ
て
描
か
れ
た
昭
君
を
選
ぶ
。
昭
君
は
御
暇

乞
い
の
た
め
初
め
て
帝
に
ま
み
え
る
。
帝
は
昭
君
の
美
貌
に
驚
く
が
、
綸

言
汗
の
ご
と
く
、
人
選
を
変
え
る
こ
と
な
く
昭
君
を
胡
国
へ
遣
わ
す
。

さ
て
昭
君
は
御
暇
乞
の
た
め
に
、
帝
へ
初
め
て
ま
み
え
給
へ
ば
、
容

顔
辺
り
を
輝
か
し
、
双
ぶ
方
な
き
美
人
な
れ
ば
、
帝
も
は
つ
と
驚
き

給
ふ
。
い
か
が
は
せ
ん
と
思
召
せ
ど
も
、
綸
言
汗
の
如
く
に
て
、
是

非
な
く
胡
国
へ
遣
さ
る
る
。

　

絵
師
の
毛
延
寿
は
、
昭
君
を
卑
し
く
書
い
た
科
に
よ
り
首
を
刎
ね
ら
れ
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る
。

さ
て
彼
の
絵
師
の
毛
延
寿
は
、
昭
君
を
卑
し
く
書
き
し
科
に
よ
り
、

白
昼
に
首
を
刎
ね
ら
れ
て
候
。

　

ア
イ
は
こ
の
後
、昭
君
が
胡
国
へ
向
か
う
途
中
に
琵
琶
を
弾
じ
た
こ
と
、

死
ん
だ
昭
君
を
土
中
に
築
き
籠
め
た
こ
と
を
語
る
。
さ
ら
に
昭
君
が
故
郷

に
植
え
た
柳
が
枯
れ
た
こ
と
を
述
べ
、
そ
れ
に
関
連
し
て
昭
君
の
塚
に

青
々
と
草
が
生
え
た
と
い
う
青
塚
の
故
事
を
語
る
。

爰
に
思
合
は
す
る
事
の
候
。
総
じ
て
胡
国
の
草
は
白
く
し
て
、
緑
の

色
は
一
葉
も
な
く
候
に
、
昭
君
の
塚
の
草
は
、
都
の
草
に
異
ら
ず
、

青
々
と
生
え
申
す
に
依
つ
て
、
青
塚
と
名
附
け
申
し
て
候
。
扨
は
昭

君
の
霊
魂
あ
つ
て
、
胡
国
の
草
に
は
都
の
色
を
現
し
、
都
の
柳
に
は

胡
国
の
色
を
見
せ
ら
る
る
と
存
じ
候
間
、
先
づ
父
母
の
方
へ
弔
ひ
申

し
、
柳
の
様
を
も
見
う
ず
る
と
存
ず
る
。

　

能
で
語
ら
れ
る
柳
の
話
に
続
け
て
、
杜
甫
や
李
白
の
詩
に
も
詠
ま
れ
た

青
塚
の
逸
話
を
語
る
。
こ
の
話
は
能
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
著
名

な
話
で
あ
る
の
で
（
後
漢
の
『
琴
操
』
に
も
引
く
）、
関
連
話
と
し
て
引

い
た
の
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
間
狂
言
の
注
釈
的
機
能
が
見
ら
れ
る
。
ア
イ

は
昭
君
の
追
善
の
た
め
舞
を
舞
う
。

さ
れ
ば
こ
そ
。
柳
の
片
枝
枯
れ
て
候
。
胡
国
に
て
昭
君
を
慰
め
申
さ

ん
た
め
に
、
折
節
は
舞
を
舞
ひ
し
程
に
、
今
も
追
善
の
た
め
一
さ
し

舞
は
う
ず
る
に
て
候
。

　

こ
の
舞
は
、
末
社
ア
イ
の
舞
を
参
考
に
し
て
作
ら
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。

い
く
ば
く
の
迷
意
か
琵
琶
に
よ
す
。
楽
三
段
思
ひ
出
で
た
り
昭
君
の
、

思
ひ
出
で
た
り
昭
君
の
、
姿
は
柳
の
春
風
に
、
な
び
き
従
ふ
胡
国
の

君
に
、結
ぶ
契
は
浅
み
ど
り
、糸
も
て
つ
な
ぐ
泪
の
玉
ま
つ
り
と
て
、

奏
づ
る
舞
こ
そ
は
か
な
け
れ
。

　

末
尾
に
《
昭
君
》
に
は
間
狂
言
が
な
い
の
が
本
則
で
あ
る
と
の
注
記
が

あ
る
。金

春
の
能
な
り
。
間
な
し
に
も
す
む
。
先
づ
昭
君
に
は
間
こ
れ
な
き

を
習
と
す
。

　

和
泉
流
で
は
、
も
と
も
と
昭
君
に
仕
え
て
い
た
従
者
が
昭
君
に
付
き

従
っ
て
胡
国
へ
行
き
、
昭
君
の
死
後
戻
っ
て
来
た
と
い
う
設
定
で
あ
る
。

大
蔵
流
と
は
違
い
、
ア
イ
は
ワ
キ
や
シ
テ
と
は
没
交
渉
で
あ
る
。
ア
イ
は

昭
君
の
実
家
を
訪
れ
、
追
善
の
舞
を
舞
う
。
ア
イ
が
他
役
と
は
関
わ
ら
ず

に
一
人
で
立
チ
シ
ャ
ベ
リ
を
し
最
後
に
舞
を
舞
う
の
は
、
末
社
ア
イ
な
ど

と
同
じ
形
で
あ
る
。
か
な
り
苦
心
し
て
作
ら
れ
た
跡
が
見
え
る
が
、
父
母

の
家
を
訪
れ
な
が
ら
面
会
も
せ
ず
、
唐
突
に
追
善
の
舞
な
る
も
の
を
舞
い

だ
す
な
ど
、
不
自
然
な
点
が
多
い
。

　

鷺
流
伝
右
衛
門
派
の
宝
暦
名
女
川
本
（
永
井
猛
・
稲
田
秀
雄
・
伊
海
孝

充
「
鷺
流
間
狂
言
・
宝
暦
名
女
川
本
「
語
立
雑
」
翻
刻
」『
能
楽
研
究
』
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四
十
七
号
。
令
和
五
年
三
月
）
で
は
、
韓
邪
将
の
眷
属
が
三
人
ア
イ
と
し

て
出
る
。
い
ず
れ
も
祖
父
の
面
を
着
け
、
ツ
レ
は
蛭
子
・
登
髭
で
も
よ
い

と
記
す
。
こ
の
間
狂
言
は
《
鞍
馬
天
狗
》
や
《
西
王
母
》
と
同
じ
く
、
オ

モ
が
二
人
の
ツ
レ
に
語
っ
て
聞
か
せ
る
形
の
立
チ
シ
ャ
ベ
リ
で
、
そ
れ
ら

の
間
狂
言
を
参
考
に
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
大
蔵
流
が
昭
君
の
実

家
近
く
の
者
、
和
泉
流
が
昭
君
に
仕
え
る
者
と
、
昭
君
側
の
人
物
で
あ
る

の
に
対
し
、
シ
テ
の
韓
邪
将
側
の
者
に
し
て
い
る
の
も
独
自
で
あ
る
。
享

保
七
年（
一
七
二
二
）十
二
月
の
水
戸
様
御
能
の
時
に
嶋
屋
吉
兵
衛
が《
昭

君
》
を
演
じ
た
際
、
三
代
目
鷺
伝
右
衛
門
が
こ
の
間
狂
言
を
作
っ
た
と
い

う
注
記
が
あ
る
。

　

シ
ャ
ベ
リ
の
内
容
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
い
く
さ
の
和
談
の
た

め
元
帝
か
ら
韓
邪
将
に
后
を
一
人
遣
わ
す
こ
と
に
な
る
。

元
帝
思
召
る
ゝ
様
は
、
三
千
人
の
后
の
内
、
随
分
見
苦
敷
后
を
一
人

被
遣
べ
し
と
て
、
其
時
の
絵
師
毛
延
寿
に
被
仰
付
、
三
千
人
の
后
の

絵
姿
を
写
さ
せ
申
せ
と
の
御
事
に
候
。

　

大
蔵
・
和
泉
流
で
は
毛
延
寿
の
名
は
話
の
最
後
に
出
て
く
る
が
、
鷺
流

で
は
初
め
に
記
さ
れ
る
。
后
た
ち
は
毛
延
寿
に
賄
賂
を
贈
る
が
、
王
昭
君

は
贈
ら
な
か
っ
た
た
め
、
毛
延
寿
は
王
昭
君
を
悪
く
描
く
。

帝
は
三
千
人
の
后
の
絵
姿
を
御
覧
ず
る
に
、
不
残
美
女
に
書
候
中
に

照
君
の
御
姿
斗
見
苦
敷
書
候
を
帝
も
不
審
に
思
召
せ
ど
、
一
旦
御
約

束
の
あ
る
故
に
、
見
苦
し
き
照
君
を
胡
国
へ
被
遣
け
れ
ば
、

　

帝
が
昭
君
を
寵
愛
し
て
い
た
と
い
う
記
述
は
な
く
、
ま
た
昭
君
と
面
会

す
る
場
面
も
な
い
。
帝
が
昭
君
が
美
女
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
残
念
が
る

場
面
も
、
毛
延
寿
を
処
刑
す
る
記
述
も
な
い
。
鷺
流
で
は
帝
の
心
情
や
行

動
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
詳
細
に
語
ら
な
い
。
そ
の
代
わ
り
に
韓
邪
将
側

の
記
述
が
詳
し
く
語
ら
れ
る
。

韓
耶
将
は
嬉
敷
く
思
召
、
則
王
照
君
と
名
付
御
申
有
と
い
へ
ど
、
胡

国
の
夷
の
お
そ
ろ
し
き
有
様
を
御
覧
じ
、
唯
唐
土
の
事
斗
御
申
出
し

候
い
て
、
終
に
空
敷
御
成
候
。
韓
耶
将
も
照
君
の
御
別
を
悲
み
、
是

も
空
敷
な
ら
せ
給
ひ
て
候
。

　

こ
こ
で
は
胡
国
で
の
昭
君
の
様
子
、
昭
君
の
死
、
韓
耶
将
の
死
が
語
ら

れ
る
。
特
に
韓
邪
将
の
昭
君
に
対
す
る
情
愛
が
語
ら
れ
る
の
は
鷺
流
独
自

で
、
こ
の
記
述
に
よ
り
、
韓
邪
将
が
恐
ろ
し
い
だ
け
で
は
な
く
人
間
味
の

あ
る
人
物
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

去
る
間
照
君
の
父
母
是
を
悲
み
給
ひ
候
間
、　

死
後
の
姿
を
二
度
見

せ
申
そ
う
ず
る
と
の
御
事
に
候
。
左
有
に
仍
て
我
等
は
御
先
へ
参
れ

と
の
御
事
に
候
間
、
そ
な
た
衆
も
お
り
や
る
ま
い
か
。
ツ
レ
「
一
段

と
よ
か
ら
ふ
。
ヲ
モ
「
さ
あ
〳
〵
お
り
や
れ
〳
〵
。
二
人
「
心
得
た
。

　

眷
属
た
ち
は
、
父
母
に
姿
を
見
せ
る
た
め
に
昭
君
の
幽
霊
が
現
れ
る
こ

と
を
予
告
し
て
、
冥
途
へ
帰
る
。
こ
の
演
技
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
後
場
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の
昭
君
の
登
場
へ
の
繋
が
り
は
よ
く
な
る
。
た
だ
し
幽
霊
が
突
然
現
れ
る

本
来
の
形
の
方
が
劇
的
効
果
は
大
き
い
。
鷺
流
の
形
は
い
さ
さ
か
説
明
的

で
あ
る
。

　

宝
暦
名
女
川
本
に
は
、
こ
の
形
と
は
別
に
も
う
一
つ
、
ア
イ
一
人
の
立

チ
シ
ャ
ベ
リ
の
形
を
載
せ
る
。
こ
の
間
狂
言
は
、「
右
ノ
間
、
昔
ヨ
リ
仁

右
衛
門
方
ニ
有
由
」
と
注
記
が
あ
り
、
鷺
仁
右
衛
門
の
弟
子
の
甲
州
屋
彦

右
衛
門
の
書
物
に
あ
る
も
の
を
書
き
写
し
た
と
い
う
。
享
保
七
年
に
伝
右

衛
門
派
で
三
人
ア
イ
が
新
作
さ
れ
る
以
前
か
ら
、
仁
右
衛
門
派
に
は
こ
の

一
人
の
形
の
間
狂
言
が
存
在
し
て
い
た
。
ア
イ
の
役
柄
は
漢
王
に
仕
え
る

官
人
で
、
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

　

漢
王
は
昭
君
を
寵
愛
し
て
い
た
。
胡
国
か
ら
漢
王
に
美
女
を
求
め
て
来

る
。
漢
王
は
后
た
ち
の
姿
を
絵
に
描
か
せ
る
。
后
た
ち
は
絵
師
に
賄
賂
を

贈
る
が
、
昭
君
は
贈
ら
な
か
っ
た
た
め
、
色
黒
く
描
か
れ
る
。
漢
王
は
、

そ
れ
が
昭
君
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
る
が
、
綸
言
の
た
め
し
か
た
な
く

胡
国
へ
送
る
。
昭
君
は
柳
を
植
え
、
自
分
が
病
気
に
な
っ
た
な
ら
片
枝
が

枯
れ
、
死
ん
だ
な
ら
ば
根
よ
り
枯
れ
よ
と
言
っ
て
別
れ
る
。

父
母
は
か
の
柳
を
こ
そ
息
女
と
思
ひ
明
暮
木
蔭
を
清
む
。（
中
略
）

然
る
に
、
彼
形
見
の
柳
、
枝
朽
ち
て
根
も
生
け
る
し
る
し
な
し
。
夫

婦
民
は
是
を
な
げ
き
、
我
が
子
の
約
束
の
言
葉
た
が
わ
ね
ば
、
期
国

に
て
死
し
さ（
た
（る

に
う
た
が
い
な
し
と
明
暮
な
げ
く
。

　

自
分
が
死
ん
だ
ら
根
よ
り
枯
れ
よ
と
昭
君
が
柳
に
言
う
こ
と
や
、
父
母

が
柳
を
娘
と
思
う
な
ど
の
記
述
は
謡
曲
本
文
に
は
な
い
。

帝
不
便
に
思
召
し
、
彼
者
に
悪
敷
あ
た
り
た
る
者
を
は
、
て
う
る
い

共
に
め
い
を
取
り
た
ま
わ
う
ず
る
と
の
御
ふ
れ
な
れ
ば
、
程
近
き

人
々
は
、
と
い
な
ぐ
さ
め
ら
れ
候
へ
。
其
分
心
得
候
へ
。
〳
〵
。

　

帝
は
昭
君
の
父
母
に
対
す
る
心
遣
い
を
述
べ
る
が
、
こ
の
記
述
は
独
自

で
あ
る
。

　
《
昭
君
》
に
は
も
と
も
と
間
狂
言
が
な
か
っ
た
た
め
、
狂
言
各
流
が
そ

れ
ぞ
れ
工
夫
を
凝
ら
し
、
ま
た
苦
心
し
て
こ
れ
を
新
作
し
た
。
特
に
鷺
流

伝
右
衛
門
派
の
場
合
は
制
作
の
経
緯
が
分
か
る
点
が
貴
重
で
あ
る
。

む
す
び

　

十
六
世
紀
末
、
豊
臣
秀
次
の
命
を
受
け
、
吉
田
兼
見
・
山
科
言
経
ら
に

よ
っ
て
、
最
初
の
謡
曲
注
釈
書
『
謡
抄
』
が
編
纂
さ
れ
る
。
伊
勢
注
・
古

今
注
な
ど
秘
事
・
口
伝
を
中
心
と
し
た
室
町
期
の
注
釈
書
と
は
変
わ
り
、

十
六
世
紀
末
以
降
、古
典
に
対
す
る
実
証
的
な
注
釈
活
動
が
盛
ん
に
な
る
。

大
蔵
虎
明
の
『
脇
能
之
間
註
』『
修
羅
之
間
註
』『
蔓
類
註
』『
集
類
註
』
は
、

間
狂
言
の
語
リ
の
詞
章
に
考
証
を
加
え
、
詳
し
い
注
釈
を
付
け
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
間
狂
言
詞
章
に
対
す
る
注
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
は
あ
る
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が
、
結
果
的
に
謡
曲
に
対
す
る
実
証
的
な
注
釈
に
も
な
っ
て
い
る（

（1
（

。

　

複
式
夢
幻
能
の
居
語
リ
の
形
式
は
、
十
六
世
紀
末
ま
で
に
は
完
成
し
て

い
た
。
居
語
リ
や
立
チ
シ
ャ
ベ
リ
に
は
能
の
内
容
を
観
客
に
分
か
り
や
す

く
説
明
す
る
役
割
が
あ
り
、
能
に
対
す
る
最
初
の
注
釈
と
言
う
こ
と
が
で

き
る（

（1
（

。
こ
の
よ
う
に
居
語
リ
や
立
チ
シ
ャ
ベ
リ
に
は
、
も
と
も
と
注
釈
の

機
能
が
備
わ
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
実
証
的
注
釈
活
動
と
い
う
時
代
の
潮
流

が
加
わ
っ
て
、間
語
リ
の
内
容
は
よ
り
詳
細
に
な
り
、長
さ
も
長
大
に
な
っ

て
い
っ
た
。
間
狂
言
作
者
は
主
に
文
献
に
よ
っ
て
知
り
得
た
知
識
や
情
報

を
間
語
リ
の
中
に
反
映
さ
せ
て
い
っ
た
。
間
狂
言
の
語
リ
に
は
、
能
に
対

す
る
そ
の
時
代
の
解
釈
が
反
映
し
て
い
る
。
能
の
作
品
そ
の
も
の
と
は
直

接
関
わ
ら
な
い
敷
衍
的
・
周
辺
的
情
報
ま
で
取
り
込
ん
だ
結
果
、
必
ず
し

も
必
要
と
は
言
え
ぬ
内
容
ま
で
語
っ
た
り
、
謡
曲
本
文
と
齟
齬
を
き
た
す

場
合
も
出
て
来
る
。
あ
ま
り
に
詳
し
す
ぎ
る
情
報
を
不
要
と
考
え
る
か
、

周
辺
的
情
報
と
し
て
有
用
と
考
え
る
か
は
見
方
が
分
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。

人
間
の
習
性
と
し
て
、
調
べ
て
知
り
得
た
知
識
・
情
報
を
広
く
人
々
に
発

信
し
た
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
間
狂
言
は
能
の
作
品
の
一
部
で
あ
り
な

が
ら
能
と
は
別
枠
に
あ
り
、
間
狂
言
作
者
は
語
リ
の
内
容
を
あ
る
程
度
改

変
で
き
た
。

　

能
の
作
品
が
作
ら
れ
た
の
は
室
町
時
代
だ
が
、
現
存
す
る
間
狂
言
詞
章

が
作
ら
れ
た
の
は
江
戸
初
期
以
降
で
あ
る
。
世
阿
弥
自
筆
能
本
の
《
江
口
》

や
《
松
浦
》
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ア
イ
が
シ
ャ
ベ
る
内
容
は
能
作
者
が

指
定
し
て
お
り
、
能
の
構
想
の
一
部
と
し
て
作
ら
れ
て
い
た（

（1
（

。
時
代
が
下

り
居
語
リ
の
形
式
が
成
立
す
る
と
、
ア
イ
の
独
立
性
が
強
く
な
り
、
語
リ

の
内
容
に
様
々
な
工
夫
が
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
貞
享
松
井
本
の
語
リ
は

い
ず
れ
の
曲
も
分
量
が
多
い
。
間
語
リ
は
、
こ
の
時
代
の
も
の
が
最
も
長

い
。
間
語
リ
が
詳
し
く
長
く
な
り
す
ぎ
た
た
め
、
江
戸
後
期
に
は
逆
に
短

縮
化
さ
れ
て
く
る
。『
謡
曲
大
観
』
所
収
の
森
川
杜
園
旧
蔵
本
の
各
曲
は
、

貞
享
松
井
本
に
比
べ
る
と
本
文
が
大
分
刈
り
込
ま
れ
短
く
な
っ
て
い
る
。

　

曲
に
よ
っ
て
は
省
略
さ
れ
た
部
分
が
小
書
と
し
て
残
っ
た
場
合
も
あ

る
。《
芭
蕉
》
の
小
書
〈
蕉
鹿
〉
は
そ
の
代
表
的
な
例
で
あ
る
。
貞
享
松

井
本
で
は
『
列
子
』
に
載
る
蕉
鹿
の
夢
の
故
事
が
語
ら
れ
て
い
た
が
、
江

戸
後
期
に
は
削
除
さ
れ
た
。
し
か
し
小
書
の
形
で
残
り
、
替
間
と
し
て
現

在
で
も
演
じ
ら
れ
る
。〈
蕉
鹿
〉
の
語
リ
は
通
常
は
割
愛
さ
れ
る
も
の
の
、

逆
に
上
演
機
会
稀
な
演
目
と
し
て
重
く
扱
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
語
リ
ア
イ
に
は
伸
縮
自
在
・
着
脱
可
能
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、

時
代
・
流
派
・
台
本
に
よ
り
様
々
な
異
同
が
見
ら
れ
る
。
間
狂
言
に
注
目

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
時
の
人
々
の
能
に
対
す
る
様
々
な
解
釈
の
違
い

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
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注（
1
） 
香
西
精
「
作
者
と
本
説
「
高
砂
」」『
能
謡
新
考
─
世
阿
弥
に
照
ら
す
─
』
檜
書
店
。

昭
和
四
十
七
年
。
岩
崎
「
能
《
高
砂
》
と
住
吉
明
神
」『
日
本
文
学
論
究
』

八
十
二
冊
。
令
和
五
年
三
月
。

（
2
） 

注
（
1
）
に
同
じ
。

（
（
） 

注
（
1
）
岩
崎
論
文
。

（
（
） 

大
谷
節
子
「
能
「
高
砂
」
の
解
釈
史
」『
神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー

紀
要
』
九
号
。
平
成
二
十
七
年
六
月
。

（
（
） 

注
（
（
）
に
同
じ
。

（
（
） 

岩
崎
「
語
リ
ア
イ
の
機
能
」『
能
楽
演
出
の
歴
史
的
研
究
』
三
弥
井
書
店
。
平
成

二
十
一
年
。

（
7
） 

表
章「
間
狂
言
の
変
遷
─
居
語
リ
の
成
立
を
中
心
に
─
」鑑
賞
日
本
古
典
文
学『
謡

曲
・
狂
言
』
角
川
書
店
。
昭
和
五
十
二
年
。

（
（
） 

注
（
7
）
に
同
じ
。

（
（
） 

山
下
宏
明
氏
は
、狂
言
の「
笑
い
」の
機
能
を
修
羅
能
の
間
狂
言
が
示
唆
す
る（「
間

狂
言
の
世
界
」『『
平
家
物
語
』
の
能
・
狂
言
を
読
む
』
汲
古
書
院
。
平
成
三
十
年
）

と
し
、《
敦
盛
》
の
ア
イ
が
弁
解
す
る
こ
と
に
触
れ
る
（「〈
敦
盛
〉
の
間
狂
言
」

同
書
）。

（
10
） 

王
昭
君
説
話
と
能《
昭
君
》に
つ
い
て
の
主
な
論
考
と
し
て
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

石
田
博
「
王
昭
君
の
一
考
察
─
元
曲
と
能
楽
の
作
製
を
を
中
心
に
─
」『
野
州
國

文
學
』
二
十
二
号
。
昭
和
五
十
三
年
十
月
。
岩
山
泰
三
『
唐
物
語
全
釈
』（
小
林

保
治
編
著
。
笠
間
書
院
。
平
成
十
年
）
第
二
五
話
「
語
釈
・
典
拠
・
評
説
」。
川

口
久
雄
「
王
昭
君
変
文
と
日
本
の
王
昭
君
説
話
」『
敦
煌
よ
り
の
風
』
二
〈
敦
煌

と
日
本
の
説
話
〉。
明
治
書
院
。
平
成
十
一
年
。
小
林
健
二
「
能
《
昭
君
》
考
」『
中

世
劇
文
学
の
研
究
─
能
と
幸
若
舞
曲
─
』
三
弥
井
書
店
。
平
成
十
三
年
。

（
11
） 

西
村
聡
「
ア
イ
の
語
り
の
分
際
（
上
）
─
前
シ
テ
の
語
り
と
比
較
し
て
─
」『
金

沢
大
学
歴
史
言
語
文
化
学
系
論
集 

言
語
・
文
学
篇
』
十
一
号
。
平
成
三
十
一
年

三
月
。
同
「
ア
イ
の
語
り
の
分
際
（
下
）
─
後
シ
テ
の
語
り
と
比
較
し
て
─
」『
同
』

十
二
号
。
令
和
二
年
三
月
。

（
12
） 

川
口
久
雄
氏
は
注
（
10
）
論
文
で
、
間
狂
言
に
毛
延
寿
の
名
が
見
え
る
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
。

（
1（
） 

注
（
（
）
大
谷
論
文
。

（
1（
） 

注
（
（
）
大
谷
論
文
。

（
1（
） 

注
（
7
）
表
論
文
。


